
研 究 室 だ よ ソ ∴

■■

星 山､久 子

また沈 丁嬉 とこノ3ごしの季 節 が ま い ソま した ｡月 日の た つのば本 当 に早 い且

くつです u

この 一一年 の厨 究 蚤 の慶大 の 出来 審 (i,や ば ソ森永 鎧兜 生産お､且 リ して ,新

任 に都 立大 草 カ､ら 畠 田果大 先生 をお一理.え した こ とで Li,う b 畜 田先生 は 額縁

C)彪 冬像 の -簸 て ,地産 学 と地 底孝 の両分野 にわ たる広 東 li尊厳 をお給 与に

flリ .しか も庶務 先生 の -圭 一Jt茨 ヒいう お為 さで す ｡-鉄泉 帝q)地 質 ,凍 門

の地 境鉱勿 単 のほか地 草｣堅倹 ′ Lt琴生り年希嬉 尊 そ の他 いろい ろ盤.要 して下

さる こ とにな ソま した J これで靡苑堂吐3 - g回生 4)顔 に敦 べ て すIU分メ y

バ ーチェ ン ジ し.且 つおお しゝ に虜J象りま した 0

3占年度 の碑朝議_義 に は,別及 度 生の 政金地 埋 草 ′商 弟 先 生 の 貿僚 草 野患

清 泉 尭生 の灸盈 糖度 掌 か あ りま した .ま た都 立大 拳 のP 谷 薄鹿 生 が 哀 (に

こり -草 原敗 者勉 ㈲ 草 を盟 労 しで下 さい ま した が ･免 許 のある願 主刀丁尊 な お

象義 にオロ克 て ,頻 乗 に拭 験 か あ り､草生 は大 いに鍛 えられ て.本 当 に孝 也だ っ

た と患 います0度 学部 上藤.生 の象線 する 人 も多 <, テス トの終県 は いつ洩地

産 教 科生 が ĵt名わ な <て ､申 し訳 ないよ うでござ い ま した .書留密 生 はダ谷

虎生 の教 え 子 の励 ま して 寸か ら教凝 虞 も受 けつい で い ちつ しヰ るか も しれ ま

せぺノ0

37年度 には利粛 虎 生 の7-史 地理 ,/泉凍 死生 り中頭二地象 ノ 凍 み 兜 生 の.都 市

地哩 ,草 野 先生 o 工農地膚 が 予定 され ていま す . 乞卿耕 痔 ｡

濠且 免 生 は草腐 食 轟 q)地 産 革新 宛連絡 を 象食客 具象 として.昨 鼻 は常 鼻 の

薬 園- アイで の p- し/7?-i:#読JbikLLW Cdy LW に参加 な さ リJま た

この 4月 に (iプアラル シ フO-ル て塀優 され る .鹿 顛ア ジア地 理 学 着金義 に 出

席 のため マ ラヤに帝 ば れます. ､､ハ ワ イや マ レー に才青く の Li九州 に行 くi リ

愈慶 菟衆 J,¢都 よ し 少 ま た 日庸二絶壁 草食 q)常任香一題農 _として ′学 会 り息 常に

且当 られ る ことにfJ リま した ｡ 戯藩踵 をお祈 りいた しま しょ う｡

お 耳鬼 射 まこの頃頻 りに糸 り ことを古参 古参 とおっ しゃ いま すが .そ れば

きっと ご句.分のす き小二L/方 を .しみ じみ思 し1分 こしてい ら っ しゃ る カ､jbだ と

思 いますJ せ 鳥帰暗 躍 をご存 知 の唾 -り方 で 名品先 生 が .この 尊厳 で すごさ

れた年 月 を畏 かった とお慮 しりニrJ-るか ,ま たそ り_逆 か ば頗 息 乍ら うかが うご
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とが 揖虞ません で した 0

度凝度 生 ぼ孝 年の ごノ研究 67)鹿 屋 いよ いよ論 文 を おま とめ になった とか , 莱

太宰 に盈 揖 なすった とか､- ｡と もあれ孝竣 わが眉亨究象 にtエ新 痔士 か{--人 教

生 や 予見 です O党 員お撃 た､tけぼ か まZJ:す しかっ た ヴアイ ヌ ijン を虜廃 して下

さいま した O シ ョパ ンか お得度.のよ うで す .

衆鹿 生 首昨 年よ L)学生寮 象に麿漉 され 草 生 ビス 翠 の 乎 ノ釦 こあ って, 草 生

生量の よ ソよ き媚且 のため 貧鉱 してし亘〕?L や いま す . また 兜鮭 は 目下ii馨

にス アキtJお家 を新廃 車 です ,源一に血 (て 贋 は とくに峡 鳳 り よ し o 薙水 路 は

止 藍 で - というこ とにな ソそ うです O

井上 さん 4,鬼 且この と ころ頗 る禿 萄 q庶▲行 の 風 邪 4,葛-虻つ けませ んて した

か らご賓 Iit下 さい o尤 も忍 ば昨 象廟 箕 を して ′争農生 り方 に まで ご′じ､配 をお

か げして しま い .庫 薯 に申訳ご ざいません で した . もうす っか り充 現 にな り

ま した . 3g戊 は人 生め曲 ソ角 だ そ うで･_ 癖廟 鯛 に ～し東体 的 に 叱薮巌 にあ り

不 を見 て.若 空t:具象 に もお別れ tJ:のだ そ うです .唐風 に いえ ばつ亘琴ですが'一

当節は危 琴 JL男甘 草尊 にtJった よ うで す ･ そ うし一文くど大 先生 の御新顔 も ､j弘

の病 気 叱そ れに屑糸 かあ ')そ う て ､ . ピ うそ 31一束に閣且 い-JDhは .-俊 と泉 屡

と塵慮 に ご産最 下 さい .

そ れから 7回 生り藤 木 敦子 さんか .星 や 写一其 4)整理 その他 4)お手伝 のため

過 に 2日節 男 室にみ えていますO

･今年4)年 泉生 は /3人 て金星髭 政＼.葛斉 ､草歌 ､会社 ､マス コミ閣僚 ～新

党周一等 々 . まことにバ ラエf イ ーに富ん で いま す O.教破 そ4)他 二敗産 を生 か し

得 る人 が此奴 的少 ないの ぼ新 劇 八塚 のた てま え上 当然 d)ニ ヒ と恩 定ます し､

また金 鼻先 離 した こと ば .麿 立 軒 手 大草 が転戯 老 嬢 単産 で ない こ とを証明 す

るた めに もメス いに頑効 で あ った と J腐7珂象 に たえません O

発 音菟 珂 以碑 の革 寮生 の克あ て たば次の｣象 り｡ご多幸 をお祈 りいた しま れ

3再生頗 P さん ､∫ 回生′鑑蕨 ･さん′､希 並 さん ､山 車 さん .∠回生ノト泉 さん

谷 口 さん .永 井 さん 7回産 畢太 さん 葦上 方 適才 さんノ 小 田巌 さんノ‥北 中

さん∴ 鹿_巌 さん 森 さん 山 番 さん .g画生 喝 さん ,目鼻 固 さ/LJ､ア回生

真野 さん ソ0珂生庫 さん .

財 力か ら磨 ってい た鍵礎 学園 d)牙 -屠 碍産 金 か ､咋 款 文化贋 の 日に ､3回

生 り簡崎 さん水 谷 さんの£ゝ雀 荘 手簡 かれま した O僚 寒鹿生 もお いて 下 さ り､

廉 しい辛 目で･した . 各 年開展 ct)予 定 ですか ら Ljうそふ るって腐 損席 下 さいま

す よ う ｡また政敵 麗屠 そ り舷 変 更 が ご 〇､.い蜜 レたら ご威風 いただ きた く ､こ

のノト滑 子 か早慶生 ､庭 草産 . 覇 宛藍 を書経J3rき不意 となる こ とをノじ･から祈っ て

お りま す｡ (40)


